
薬物対策の推進状況
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検挙人員 うち30歳未満 30歳未満の占める割合
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30歳未満の覚醒剤事犯及び大麻事犯検挙人員の推移

覚醒剤事犯 大麻事犯

(人)

○薬物犯罪組織の弱体化及び壊滅
関係機関が連携した捜査

○情報収集活動の強化
大麻の違法栽培に係る情報提供呼び掛けポスターの作成

情 勢 主 な 対 策

資料４

徹
底
検
挙

○若年層に重点を置いた乱用防止活動
関係機関と連携し薬物乱用防止教室等を開催

○有害性や犯罪組織との親和性の意識付け
有識者・関係機関が協力した説得力のある広報の実施

○対象に適した広報啓発活動
若年層、海外渡航者等を対象に、大麻に特化した広報啓

発活動を実施

効
果
的
な
広
報
啓
発

○ 大麻事犯はH26以降検挙人員が増加、H30は過去最多を更新
特に若年層を中心に安易な動機による乱用が増大

○ 覚醒剤押収量は３年連続１トン超え
○ コカイン事犯、MDMA事犯の増加等の乱用薬物の多様化

栽培情報提供ポスター 海外渡航者用ポスター 大麻対策ウェブサイト

大麻を始めとする薬物事犯の特徴
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